
大
阪
の
伊
吹
さ
ん
一
家
滞
在

〇
十
三
■

制
作
過
程
の
一
般
公
開
も

【
岩
見
沢
】
芸
術
家
一

家
が
岩
見
沢
に
滞
在
し
な

が
ら
芸
術
作
品
を
仕
上
げ

る
「
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
フ
ァ

ミ
リ
ー
レ
ジ
デ
ン
ス
・
イ

ン
・
岩
見
沢
」
で
、
大
阪

府
在
住
の
画
家
伊
吹
拓
さ

ん
（
磐
、
妻
で
陶
芸
家

の
尚
子
さ
ん
（
坐
、
長

男
の
苦
く
ん
（
9
）
の
3

人
家
族
が
2
5
日
、
岩
見
沢

入
り
し
た
。
早
速
、
F
M

ラ
ジ
オ
「
A
I
R
I
G
L

の
取
材
を
受
け
＝
写
真

＝
、
1
8
日
間
の
制
作
活
動

を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。

空
拳
毒
手
幸
三
毒

し
、
青
雲
三
宅
責
味

を
持
っ
て
も
ら
お
う
と
初

め
て
企
画
し
た
。
拓
さ
ん

は
幅
3
・
6
㍍
の
大
型
作

品
を
、
尚
子
さ
ん
は
主
に

器
を
作
り
、
普
く
ん
も
絵

画
を
描
く
と
い
う
。
8
月

6
日
ま
で
栗
沢
町
上
幌
の

上
幌
集
会
所
、
7
～
1
1
日

は
ま
な
み
ー
る
で
作
品
制

作
し
、
そ
の
過
程
を
市
民

に
無
料
で
公
開
す
る
。
1
2

日
か
ら
ま
な
み
ー
る
に
作

品
を
展
示
す
る
。

2
5
日
は
上
院
集
会
所
で

作
品
制
作
に
着
手
。
「
A

I
R
i
i
G
一
の
取
材
に
拓

き
三
三
－
÷
二
亘
三

三
－
．
、
．
孟
愛
三
葉

と
い
い
線
が
引
け
た
り
と

い
う
こ
と
が
あ
る
か
も
し

れ
な
い
。
い
ろ
ん
な
人
と

会
話
し
な
が
ら
作
品
を
作

る
の
が
楽
し
み
」
と
答
え

た
。
取
材
の
も
よ
う
は
人

気
番
組
「
ス
パ
ー
ク
ル
・

ス
パ
ー
ク
ラ
」
で
生
放

送
さ
れ
た
。

作
品
制
作
の
公
開
時
間

は
午
前
1
1
時
～
午
後
4

時
。
制
作
期
間
中
は
道
教

育
大
岩
見
沢
校
の
学
生
が

授
業
の
一
環
で
伊
吹
さ
ん

家
族
に
密
著
し
、
制
作
の

様
子
を
記
録
す
る
。
芸
術

・
ス
ポ
ー
ツ
ビ
ジ
ネ
ス
専

攻
3
年
の
落
合
美
優
香
さ

ん
（
2
0
）
は
「
芸
術
家
一

家
と
長
期
間
、
一
緒
に
い

ら
れ
る
の
は
貴
重
な
機

会
。
新
た
な
価
値
観
を
学

び
、
成
長
に
つ
な
げ
た
い
」

と
期
待
す
る
。

問
い
合
わ
せ
は
実
行
委

事
務
局
の
中
野
さ
ん
（
阻

0
9
0
・
7
0
5
7
・
9

5
9
4
）
へ
。

【末永直樹】

A
L
T
3
人
が
退
任

無
感
蕾
恐
薄

霞
露
語
屍
苛

【
岩
見
沢
】
市
内
小
中

学
校
に
勤
務
す
る
外
国
語

指
導
助
手
（
A
L
T
）
の

3
人
が
、
任
期
満
了
で
退

室
j
る
二
一
一
－
三
一
ノ
二

子
ニ
ー
一
三
三
雲
誓
繭

を
享
え
た
3
人
は
「
間
違

い
や
失
敗
を
恐
れ
ず
、
英

語
を
楽
し
ん
で
」
と
話
し

て
い
た
＝
写
真
＝
。

A
L
T
つ
任
嬰
書
目

⊥
乞
⊥
車
間
、
受
託
も
可


